
 

 

 

   
           

第１回「村田記念 古典の日文化基金未来賞」受賞者について 

 

 

 

 

 

◇◆◇◆◇ 受賞者の皆さま ◇◆◇◆◇ 

 

 【文学・思想分野】   赤澤
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ま り

（大妻女子大学家政学部ライフデザイン学科准教授） 

 【伝統芸能・音楽分野】共同受賞 現代版組踊「肝
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 【美術・生活文化分野】對馬佳
つ し ま か

菜子
な こ

（文筆家・地域文化コーディネーター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田純一 村田記念 古典の日文化基金未来賞顕彰委員会会長 

昨年、第５回を迎えましたのを契機に、「古典の日文化基金賞」は、 

「村田記念 古典の日文化基金未来賞」に生まれ変わりました。 

新たに発足しましたこの「未来賞」は、対象者を古典文化の未来を担う 

子供たち若者たちと、その活動を支援する皆さんを奨励する賞となります。

今年度は、国内外の候補者６７件の中から候補者情報調査会、選考委員会

の先生方の厳正な審議により、未来賞にふさわしい受賞者が選ばれました。

誠におめでとうございます。 

授賞式は１１月１日の「古典の日」に開催します。私は、次世代を担う若

者たちが、故・秋山虔先生の言葉『古典をいだき、古典に抱かれて』を胸

に、そして、故・芳賀徹先生の言葉『古典の深い叡智を道標（みちしるべ）』

にして、誇りに満ちた未来に旅立つことを心より願っています。 

今年度から「古典の日文化基金賞」は古典文化を担う次世代の育成に目標を特化した「村田記念 古

典の日文化基金未来賞」に新たに生まれ変わることとなりました。未来を切り開くチャレンジな活躍が

期待される第 1 回の受賞者が決定しましたのでお知らせいたします。 



 

受賞の声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 文学・思想 ]  赤澤真理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寝殿造りの回廊に紫式部の鮮やかな「打出」が匂い立つ 

建築学から読み解く 

古典文学の最高峰『源氏物語』 

 
平安文学・絵巻・古記録、後世の考証学に示された寝殿造りに着目し、時代による住宅観の変容の研究に

取り組んできた。建築学・美術史・日本文学等を横断する新しい領域を開拓した研究として高く評価され

ている。近年は、寝殿造りの空間を装飾した「打出」に着目し、平安時代における女性の生活・室内構造・

美意識等を分析。「打出」を再現し、展覧会や講演会等で公開する等、王朝文化の普及に努めている。今後

も日本の「しつらい」の美しさを通史的に描き出すことを目標とし、あらたな成果が期待される。 

「日本の住まいの美しさを、平安時代の物語世界から探求できないだろうか」このような思いから、研究

を重ねてまいりました。各時代に制作された源氏物語絵に示された住宅観、御簾の下からこぼれ出る女性

たちの装束、歌合における空間の演出、水辺に咲く杜若と八橋の風景。さまざまな空間を読み解くなかで、

王朝文学により育まれた住空間が浮かび上がってまいりました。王朝文学・絵巻・女房日記に示されたし

つらいを考察することを通して、日本の住まいが持つ洗練された、はなやかさを明らかにしていきたいと

存じます。このたび、「古典の日」にかかわる素晴らしい賞を賜りましたことに、深く感謝申し上げます。

選考委員の皆様、ご指導くださいました先生方、日頃よりご支援いただいている皆様に心より御礼申し上

げます。今回の受賞を励みに、一層精進してまいります。 

1979 年京都府宇治市生まれ。日本工業大学大学院工学研究科建築学専攻博士後期課程修了。博士（工学）。

日本建築史・日本住宅史・住文化史専攻。国文学研究資料館機関研究員、日本学術振興会特別研究員 SPD

（国文学研究資料館）、コロンビア大学東アジア言語文化学部客員研究員、同志社女子大学助教、岩手県

立大学盛岡短期大学部講師を経て、現在、大妻女子大学家政学部ライフデザイン学科准教授。日本建築学

会奨励賞、文部科学大臣表彰若手科学者賞等を受賞。著書に『源氏物語絵にみる近世上流住宅史論』（2010

年/中央公論美術出版）、『御簾の下からこぼれ出る装束－王朝物語絵と女性の空間－』（2019 年/平凡社）。

共編著に『伊勢物語 造形表現集成』（2024 年/思文閣出版）、『建築とオリジナル 創造・継承・解釈』（2025

年/勉誠社）等がある。「古典の日絵巻」（第十三巻/2025 年連載/古典の日推進委員会 HP） 



受賞の声とプロフィール（現代版組踊「肝高の阿麻和利」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞の声とプロフィール（ひらかた肝高倶楽部） 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

[ 伝統芸能・音楽 ] 共同受賞 
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伝説的な英雄、沖縄の阿
あ

麻和
ま わ

利
り

と蝦夷の阿
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弖流
て る

為
い

 

何が…？ 

遠く離れた沖縄と枚方の子供たちの心をつないだのだろうか 

 
沖縄県うるま市の中高校生が故郷の英雄「阿麻和利」の物語を伝統芸能の「組踊」をベースに、現代音楽

とダンスを取り入れて創作した「沖縄版ミュージカル」。2000 年の立ち上げ以来、主催団体の「あまわり

浪漫の会」は卒業生を送り出しながら 379 回をこす全国公演を重ねてきた。 

2011 年、枚方市で上演されたこの公演を見た小中高校生たちが地元に伝わる「蝦夷の阿弖流為」の物語

を上演するため「ひらかた肝高倶楽部」を結成し、活動を開始した。文化活動の持つ力が遠く離れた地域

の子供たちの共感と連携を生んだのである。 

選考委員の皆様、日頃より応援いただいている皆様に、心から感謝いたします。今回「あまわり浪漫の会」さ

まと同時受賞という事で更にうれしく思っております。15 年前に「肝高の阿麻和利」の舞台に触れ、大阪枚方

でもぜひ、郷土に誇りを持てる子どもたちを育てたいと倶楽部が立ち上がりました。沖縄にルーツを持つ現代

版組踊のスタイルを取りつつ、物語の主人公「アテルイ」は東北岩手の人であり、その物語を大阪枚方の子ど

もたちが演じることは、一見バラバラに見えて実は、日本という国の広がりを知り、歴史の深さを知ることの

一助になると自負しています。若きメンバーたちは「一生懸命はカッコいい」をテーマに、自信を持って舞台

に立ち続けています。そんなメンバーや関係者と協力しながら活動を続けて参ります。 

ひらかた肝高倶楽部は、沖縄県うるま市で、中・高生が行っている現代版組踊「肝高の阿麻和利」の舞台を、

2011 年 8 月 9 日に枚方市民会館で上演したことを契機として、枚方市の歴史・伝承に基づく舞台を枚方市の

小・中・高生が中心となって作り上げる団体として設立されました。2012 年より東北蝦夷（えみし）の英雄

「アテルイ」の物語を題材とした「火怨の蝦夷 阿弖流為（かえんのえみし あてるい）」の舞台劇を年１回

のペースで上演しています。その他に劇中曲から創作したダンスを、地域のお祭りやイベントで披露するなど、

この活動が枚方の地域活性化に資することを目的として活動を続けています。 

このたびは栄えある賞を賜り、心より御礼申し上げます。受賞の知らせをいただいた瞬間、歩んできた 26 年

の道のりが胸に浮かび、これまで頂戴したサントリー地域文化賞をはじめ、多くの評価が思い返されました。

沖縄の伝統芸能「組踊」を現代的にアレンジした「現代版組踊」は、地域の中高生が演じる舞台として、皆さ

まの温かい応援に支えられ、沖縄から全国へと広がっております。今回の受賞は、26年間積み重ねてきた“文

化への想い”と“人のつながり”の結晶です。歴代メンバー、地域の皆さま、関係者の皆さまに心より感謝申

し上げます。これからも伝統を未来へつなぐ架け橋として、誠実に活動を続けてまいります。 

沖縄県うるま市の中高生が演じる沖縄版ミュージカル。沖縄に古くから伝わる伝統芸能「組踊」をベースに、

現代音楽とダンスを取り入れ、地域の歴史上の英雄・阿麻和利の半生を描く。2000 年の初演以来、沖縄県内外、

海外での公演を重ね、公演数 379回、総入場者数 21万人超を記録。子ども達に情熱と誇りを与え、地域を変

えた奇跡の舞台。2023年には、沖縄県うるま市が推進する感動産業特区のアンバサダー認定第一号になるなど、

地域の魅力を発信しています。平成 21年度「日本ユネスコ協会連盟第一回プロジェクト未来遺産登録」、平

成 22年度「サントリー地域文化賞受賞」 

 

肝高の阿麻和利 現代版組踊「肝高の阿麻和利」 ひらかた肝高倶楽部 
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◇第 1回「村田記念 古典の日文化基金未来賞」授賞式の開催について 
第１回の「村田記念 古典の日文化基金未来賞」の栄えある受賞者を寿ぎ、日本の古典を担う次世代の皆さ

まの励みとなる賞に発展することの願いを込めて、下記のとおり、授賞式を開催いたします。今年度から 

１１月１日開催の「古典の日燦讃」の中で、授賞式と「古典の日フォーラム」を同時開催いたします。 

詳細につきましては、８月１９日（水）に HPで発表します。

[ 美術・生活文化 ] 對馬佳菜子 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦楽を共にしてきた湖北の仏像と人びと 

若き「観音ガール」は地域の歴史と文化を伝えたいと願う 

 
15 歳の時、東大寺法華堂の不空羂索観音像に出会い、その美しさと仏像がつくられた時代背景に関心を抱

く。仏像が村人たちの暮らしに溶け込んだ湖北の観音文化に惹かれ、滋賀県長浜市へ移住し、長浜市地域

おこし協力隊として活動し、『星と祭』復刊プロジェクトなどに関わり、「観音ガール」の愛称で仏像を中

心とした文化財、歴史、地域文化の広報やコンサルティングなどの文化振興の事業を進めてきた。仏像と

人間との関わり合いをテーマに信仰文化の研究で講演会や執筆活動も活発で、今後の活躍が期待される。 

このたびは、私には身に余る賞をいただき、大変光栄に存じます。選出してくださった選考委員の皆様、

日ごろから温かく支えてくださる皆様に、心より御礼申し上げます。地域の仏像を守りつなぐために、仏

像を愛する者として「何かできることはないか」と勢いのまま滋賀県へ移住し、模索してきました。いま

だ明確な答えが出ないものの、仏像が歩んできた歴史、見守ってきた人々や景色を思い、仏像とともに息

づく文化をこれからも伝えていきたいと思います。このような素晴らしい形で評価していただき、驚きと

ともに身の引き締まる思いです。この受賞を機に初心に立ち返り、これまでのご縁に感謝し、地道ながら

もより一層の努力を重ねてまいる所存です。 

1993 年生まれ。日本女子大学文学部史学科卒業。文筆家・地域文化コーディネーター。成安造形大学附

属近江学研究所客員研究員。「湖北の観音文化」に惹かれて、滋賀県長浜市へ移住。「観音ガール」の愛称

で、「湖北の観音文化」や仏像の魅力について情報発信を行い、また仏像を中心に文化財や歴史・文化に

関する広報 PR・コンサルティングなど、文化振興事業を行ってきた。現在、仏像と人の関わり合いを中

心に、地域の営みや信仰文化について、多角的に調査・探究し、講演や執筆活動、SNS などを通じてそ

の知見を伝えている。著書『観音ガールと巡る 近江の十一面観音」〜「星と祭」復刊プロジェクト公式

ガイドブック編〜』(能美舎)。京都新聞社「現代のことば」寄稿。 

 


